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学びを支える人材育成推進事業（職員研修） 

平成 30年 5月 17日（木） 

事業のねらい 【ねらい】 

市民センター全 60館ならびに 19ヶ所の社会教育施設等の職員が，生涯学習

事業の推進に必要な知識や考え方を深められるようにするとともに，社会の変

化や市民ニーズに迅速かつ柔軟に対応しながら，積極的に市民や地域と連携を

図ることができる専門性やスキルを身に付けられるようにする。 

事業の概要・体系 【ねらいの設定にあたって】 

(1) 仙台市教育振興基本計画（平成 24～平成 28年）より 

 ① 基本的方向 5「学びのまち・仙台」を支える基盤を充実させる。 

   → 学びを支える人材の育成 

(2) 仙台市教育振興基本計画（第 2期）より 

 ① 「時代の変化を受けとめ，未来を切り開いていく力」の源となる「育み

たい 4つの力」⇒『市民としての主体的に社会にかかわりともに生きる

力』の育成 

 ② 「学びのまち・仙台」を実現するための 3つの目標より 

  （ア 学校・家庭・地域が総ぐるみで子どもの教育を展開する） 

  イ 様々な機会・場所で自発的に学び続けることができる環境を整える 

  ウ 楽しさや生きがいを実感しながら学びの成果を社会の中で発揮でき

る仕組みを形作づくる 

 ③ 基本的方向 2 生涯学習「学びにあふれ交流するまちをつくる」 

   基本的方向 3 地域・家庭「ともに子どもを育て，豊かな学びをつくる」 

   → ミッション 3：地域を支える人づくりと地域づくりへの貢献 

(3) 仙台市における市民センターの定義より 

 → 3つの機能のうちの一つ「生涯学習の支援拠点」としての機能 

(4) 仙台市生涯学習支援センターの基本的役割より 

 ① 市民センターにおける生涯学習事業体系の策定と行動計画立案，及び，

全市にわたる生涯学習事業の推進 

 ② 生涯学習推進のための専門性の向上 

 ③ 市民一人一人のニーズに対応した，生涯学習支援体制の充実 

 （④ 指定管理業務のマネジメントの推進） 

 ⑤ 職員の育成 

(5) 研修体系化の経緯 

① ～平成 25年度：市民センター職員を対象とした研修 

② 平成 26年度【8種 20研修】 

・生涯学習支援センターへの改組 

→ 職員研修の対象を市内社会教育施設等職員に拡大 

既存研修＋生涯学習課からの移管研修（事業拡充） 

∵ 生涯学習支援人材育成機能の強化 

③ 平成 27年度【8種 20研修】 

・社会教育施設等職員対象の研修 

→ 「生涯学習基礎研修」ならびに「生涯学習応用研修」の 2つに 

※ 研修内容の精選と体系化を進める。 

 ④ 平成 28年度，29年度【7種 20研修】 

  ・「市民協働研修」を基礎的な研修と捉える 

→ 生涯学習基礎研修の中で実施 
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(6) 各研修で目指す「身に付けたい力・スキル」 

 ＜別紙資料① 2 (1) 参照＞ 

(7) 研修体系および概要 

 ＜別紙資料②・③参照＞ 

企画にいたる背景 (1) 「生涯学習基礎研修」と「生涯学習応用研修」について 

 ① 社会背景や社会のニーズ，社会教育主事（生涯学習課，各区中央市民セ

ンターの社会教育主事を含む）同士の情報交換等を踏まえて，基礎・応用

の区別化を図る。 

    例：市民協働に関わる研修 

(2) 講師の選定について 

 ① 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター主催の各種講座・研修を

受講し，その際の講師から検討する。 

  ※ 全国区，大学教授・准教授等，多くの実践を積まれている方 

 ② 受講者アンケートを踏まえて，講師を検討する。 

  ※ 受講者のニーズに沿った研修が展開できるかどうか。 

事業対象者 ＜別紙資料③参照＞ 

事業運営，進行等 ・総 括：日程調整，研修内容，講師の選定等行う。 

・主担当：講師との打合せ（研修当日まで），当日の研修運営等行う。 

実施内容 ＜別紙資料③参照＞ 

事業費 平成 29年度予算額 1,250千円   平成 30年度予算額 1,238千円 

受講者数 

（実績，推移） 

【基礎研修】 ※ ○内の数：回数 

  平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

Ａ 生涯学習基礎研修 423名⑤ 428名⑤ 411名⑥ 259名⑥ 

Ｂ 市民センター新任職員研修 37名① 44名① 46名① 33名① 

Ｃ 市民センター館長研修 57名① 59名① 52名① 59名① 

【応用研修】 

  平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

Ｄ 社会教育推進研修 47名③ 14名② 34名② 35名② 

Ｅ 事例発表研究研修 42名① 58名① 94名① 86名① 

Ｆ‐1 生涯学習応用研修（スキルアップ） 151名③※1 132名④ 128名⑤ 114名⑤ 

Ｆ‐2 生涯学習応用研修（現代的課題対応） 182名⑤※2 90名③ 118名③ 75名③ 

Ｆ‐3 生涯学習応用研修（市民協働） 61名①※3 34名② （基礎研修へ32名） （基礎研修へ26名） 

Ｇ 学びを支えるボランティアセミナー  35名① 21名① 26名① 

＜平成 26年度 研修名について＞ 

※1 社会教育にかかるスキルアップ研修 

※2 社会教育にかかる現代的課題対応研修 

※3 生涯学習ボランティアとの協働についての研修 

受講者の反応 

（アンケート等） 

＜F‐1 生涯学習応用研修（スキルアップ・ファシリテーション）＞ 

→ 受講者のほぼ全員が，研修内容に満足している。（以下，アンケートより一部抜粋） 

・楽しく学べる研修だった。継続的な実施を望みます。 

・職場の会議や市民企画会議等で，学んだことを実践したい。 

・ファシリテーションの悩みは，今回の受講生みんなも持っていると共有でき

た。同士がたくさんいるのは心強い。 

※ 「研修で学んだことを，即現場で実践したい。」という意欲の高まりがう

かがえる。 
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※ 仲間（同志）の存在を知ることで，研修だけでなく，ファシリテーション

への積極性を育んでいることがうかがえる。 

受講者の変容 

（後追い事例等） 

＜F‐1 生涯学習応用研修（スキルアップ・ファシリテーション）＞ 

・空間デザインや会議のメンバーが話しやすいような空間づくりを考えるよう

になった。 

・会議や話合いの場が円滑に進むよう，事前に準備する選択が増え，意欲にも

つながった。 

・市民企画会議で，学んだことをすぐに試してみた。企画員から前向きな意見

を引き出すことができた。 

・市民企画会議の準備に必要なものを視覚的に工夫し，選択の幅を広げること

ができた。 

・オープンスペーステクノロジーについて，次期のビジョン策定の際に実践し

てみようと思い，書籍を購入した。 

・どうしたら（会議に）積極的に参加してもらえるのか，研修で学んだスキル

を利用している。 

・ホワイトボードを使用し，視覚化することができた。 

※ 研修後，学んだことを実践することで，ほとんどの受講者が，確かな手ご

たえ・成果を感じていることがうかがえる。 

（研修のねらい⇔受講者のニーズ） 

自己評価 

（成果と課題） 

(1) 成果 

 ・受講者のニーズに合った研修の展開 

 ・グループワークによる意見交流・情報交換 

(2) 課題 

 ・アンケートの活用 

 ・広報の工夫 

次年度以降の展望 

(1) 研修内容の精選ならびに体系化 

 → グループワークを通して，学びの深化・統合を図る 

(2) アンケートの工夫，活用 

→ 受講者の実態把握，成果・改善点の把握，テーマ決定の参考資料 

(3) 受講者の変容（受講前・受講後）を，研修の効果として活用できる方策の

検討 

→ 各研修におけるねらいの明確化・受講者への提示（見通す・振り返る） 

→ アンケートの実施 

(4) 財団主催の職員研修との調整 

(5) 研修の概要，講師紹介等，簡単にまとめたチラシの作成 

その他 

 ※他団体との連携 

 ※他事業との連携 

◇他社会教育施設との連携・協力 

◇NPO，関係団体等との連携・協力 

◇学びのまち・仙台 市民カレッジ事業 

 


